
『
平
成
二
十
五
年 

サ
ン
コ
ー
物
産
㈱
新
年
祝
賀
式

　
　
　
　         

並
び
に
第
三
十
九
期
目
標
発
表
会
』
第
一
部

一
、   

傾
聴
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
学
科
卒
業
プ
レ
ゼ
ン

関
西
第
四
営
業
所 

次
長  

木
田 

吉
建

関
西
第
三
営
業
所 

所
長  

山
田 

博
士

『
平
成
二
十
五
年 

サ
ン
コ
ー
物
産
㈱
新
年
祝
賀
式

　
　
　
並
び
に
自
立
研
究
委
員
会 

方
針
と
討
議
』
第
二
部

懇
親
会
の
会
場
は
別
会
場
で
す

司
会
進
行

関
東
営
業
所  

越
智 

正
和

一
、   

開
会
宣
言

関
東
営
業
所  

辻 

英
俊

一
、   

理
念
体
系
の
唱
和

関
西
第
二
営
業
所  

檜
田 

淳
一

一
、   

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
　
年
頭
の
挨
拶

代
表
取
締
役
社
長  

細
川 

康
二

一
、   

表
　
彰
・　
自
創
経
営
し
あ
わ
せ
塾
賞

関
西
第
一
営
業
所 

所
長  

亀
野 

弘
一

・　
自
立
研
究
委
員
会
賞

関
西
第
二
営
業
所 

所
長  

平
岩 

健
三

・　
暗
騒
音
資
材
拡
販
賞

中
部
営
業
所 

所
長  

角
南 

正
実

・　
企
業
価
値
向
上
賞

中
部
営
業
所 

課
長  

和
木 

健
二

・   

二
〇
十
三
年
ス
ロ
ー
ガ
ン
賞

関
西
第
一
営
業
所 

所
長  

亀
野 

弘
一

一
、   

新
入
社
員
紹
介

関
東
営
業
所  

濵
本 

遼

一
、   

来
賓
挨
拶｢

古
谷
会
計
事
務
所｣ 

所
長  

古
谷 

玲  

様

一
、   

第
三
十
九
期
の
目
標
と
素
案
の
説
明

代
表
取
締
役
社
長  

細
川 

康
二

一
、   
第
三
十
九
期
売
上
・
粗
利
・
経
費
目
標
の
発
表

全
社
員

一
、   
第
三
十
九
期
目
標
達
成
に
向
け
て

取
締
役
九
州
営
業
所 

所
長  

杉 

敏
雄

一
、   

職
場
復
帰
を
果
た
し
て
の
思
い
発
表

大
阪
本
社  

近
藤 

義
之

一
、   

平
成
二
十
五
年 

自
立
研
究
委
員
会
活
動
推
進

代
表
取
締
役
副
社
長  

細
川 

真
一

一
、   

平
成
二
十
四
年
前
期
冊
子
の
紹
介

委
員
長  

平
岩 

健
三

一
、    

平
成
二
十
五
年 

自
立
研
究
委
員
会
活
動
方
針
発
表

各
委
員
長

一
、   

全
体
の
講
評 

顧
問  

下
谷 

健
壮

司
会
進
行

中
部
営
業
所 
課
長  

和
木 

健
二

『
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
』

『
委
員
会
内
で
決
ま
っ
た
事
を
発
表
し
て
下
さ
い
』

一
、   

乾
杯
の
挨
拶 

関
西
第
四
営
業
所 
所
長  

木
村 

宗
明

一
、   

中
締
め
の
挨
拶

 

和
歌
山
営
業
所 

所
長  

辻 
朋
行

『
明
日
か
ら
夢
の
実
現
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
』

一
、   

閉
会
の
挨
拶 

代
表
取
締
役 

副
社
長  

細
川 

真
一

一
、   

閉
会
宣
言

関
西
第
一
営
業
所  

海
老 

正
紀

【
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
】

新年祝賀式並びに第三十九期目標発表会

２
０
１
３
年
１
月
５
日
、冬
の
寒
さ
に
す
っ
ぽ
り
と
包
ま
れ
た
大

阪
の
道
頓
堀
ホ
テ
ル
に
て
新
年
祝
賀
式
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
の
各
営
業
所
の
目
標
と
個
人
の
目
標
を
発
表
す
る

場
で
、久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
他
の
営
業
所
の
皆
と
の
交
流
の

場
で
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、活
気
に
満
ち
た
開
会
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。昨
年
出
来
な
か
っ
た
事
や
、更
な
る
目
標
を

立
て
て
の
決
意
表
明
に
、全
員
か
ら
激
励
と
連
帯
の
大
き
な
拍

手
に
わ
き
ま
し
た
。取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、暗
騒
音
資
材

の
販
売
の
貢
献
や
、メ
ン
タ
ー
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
技
術
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
め
終
え
た
方
へ
の
社
内
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
の
式
に
て
発
表
さ
れ
た
２
０
１
３
年
の
当
社
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は『
自
立
的
で
質
の
高
い
活
動
を
す
る
為
に
、も
う
一
歩
の

無
理
を
し
よ
う
』で
す
。こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
と
も
に
、自
身
の
掲

げ
た
目
標
を
達
成
し
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
、私
た
ち
サ
ン
コ

ー
マ
ン
は
こ
れ
か
ら
も
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
弊
社
を
何
卒
宜
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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経営理念
私たちは､住環境資材を通じてお客様へのお役立ちと地域社会に貢献します。

私たちは､お客様に優れた品質の商品･サービスを提供し､より豊かな暮らし

を応援することで､地域社会のパートナーになることを目指します｡       

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
沢
山
の
ご
支
援
・ご
援
助
を
賜
り
ま
し
て
本

当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
同
様
、弊
社
全
社
員
を
代
表
致
し
ま
し
て
、こ
こ

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
年
間
を
通
じ
て
沢
山
の
問
題
が
発
生
し
た
一

年
で
し
た
が
、毎
年
同
様
皆
様
か
ら
の
厳
し
く
も
温
か

い
ご
支
援
・ご
援
助
を
賜
り
ま
し
た
。

一
企
業
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
外
部
環
境
か
ら
の
問

題
も
、た
く
さ
ん
の
お
客
様
や
協
力
業
者
さ
ま
の
ご
支

援
・
ご
援
助
に
よ
り
切
り
抜
け
る
こ
と
が
出
来
、本
年

も
仕
事
を
通
じ
て
お
客
様
へ
の
お
役
立
ち
と
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
経
営
理
念
の
実
践
を
継
続
さ
せ
て
頂

け
る
チ
ャ
ン
ス
を
頂
け
た
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
結
果

、皆
様
に
恩
返
し
が
出
来
る
と
考
え
、本
年
も
全
社
員

一
丸
と
な
っ
て
、仕
事
を
通
じ
て
人
間
力
向
上
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

昨
年
は
十
二
月
に
政
権
交
代
が
起
こ
り
、決
め
ら
れ
な

い
政
治
か
ら
の
脱
却
が
ス
タ
ー
ト
出
来
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。本
年
は
そ
の
流
れ
を
そ
の
ま
ま
組
み
、年
明
け

早
々
の
緊
急
経
済
対
策
が
好
感
し
、円
安
、株
高
等
の

良
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
参
り
ま
し
た
。閉
塞
感

が
あ
っ
た
昨
年
か
ら
抜
け
出
し
、飛
躍
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
上
で
、ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
は
肝
心
で
す
。本
年
は

今
ま
で
以
上
の
努
力
を
真
面
目
に
実
践
し
て
い
れ
ば
、

き
っ
と
お
客
様
に
恩
返
し
が
出
来
る
年
に
な
る
と
考

え
、弊
社
も
一
致
団
結
し
て
参
り
ま
す
。

弊
社
の
主
戦
場
で
あ
る
建
設
・
土
木
業
界
は
バ
ブ
ル
崩

壊
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
市
場
縮
小
に
も
耐
え
つ
つ

斜
陽
的
な
側
面
が
あ
り
な
が
ら
も
基
幹
産
業
の
一つ
と

し
て
、雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
国
に
貢
献
出
来
て
い
ま

す
。弊
社
も
そ
の
一
企
業
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
な

が
ら
、昨
年
同
様
業
界
の
血
液
で
あ
る
情
報
の
懸
け
橋

と
し
て
、自
律
的
に
活
動
し
、昨
年
同
様
今
年
も
フ
ァ

ー
ス
ト
コ
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
業
界
か
ら
支
持
さ

れ
る
よ
う
努
め
る
所
存
で
す
。

何
卒
、昨
年
同
様
本
年
も
皆
様
か
ら
の
沢
山
の
ご
支

援
・ご
援
助
を
頂
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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関
東
営
業
所 

越
智
正
和



夢や目標を達成するには１つしかない小さなことを積み重ねること

編集後記編集後記
本社 総務部本社 総務部

関西第4営業所 所長 木村 宗明

【2013スローガン】
自立的で質の高い活動をするために､もう一歩の無理をしよう！

旧年中の皆様からのご愛顧に対して心より感謝申し上げます｡
本年が皆様にとって輝かしい年となることをお祈り申し上げます｡
さて､上記の文言は弊社の2013年のスローガンです｡
昨年までは経営者側で策定しておりましたが､本年より社員さんの提案の中から
選定することにしました｡お客様の期待を超えるサービスの提供を実現させるた
めに､本年は全社一丸となってもう一歩の無理を実践してまいります｡
今年も昨年同様､変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます｡  

関西第1営業所 所長  亀野 弘一

昨
年
11
月
16
日
に
入
社
致
し
ま
し
た
、

濵
本 

遼(

は
ま
も
と
り
ょ
う)

と
申
し
ま
す
。

関
西
営
業
所
に
て
約
１
ヶ
月
半
の
研
修

を
受
け
、今
年
5
日
よ
り
関
東
営
業
所

に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
与
え
ら
れ
た
仕
事
し
か
こ
な
せ
て
い

な
い
の
で
周
り
の
先
輩
方
の
足
を
引
っ
張

っ
て
ば
か
り
で
す
が
、皆
さ
ん
の
熱
心
な

ご
指
導
に
よ
り
、少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
確
か
な
成
長
を
日
々
実
感
し
て
い

ま
す
。ま
だ
ま
だ
未
熟
者
な
私
で
は
あ
り

ま
す
が
、誰
に
も
負
け
な
い
と
自
負
し
て

い
る
も
の
が
一つ
だ
け
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は「
挨
拶
」で
す
。

私
が
こ
れ
か
ら
先
出
会
う
で
あ
ろ
う
全

て
の
方
々
に
気
持
ち
の
良
い
挨
拶
を
提

供
し
続
け
る
こ
と
で
、き
っ
と
お
客
様
に

感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ

と
信
じ
て
い
ま
す
。未
来
の
サ
ン
コ
ー
物

産
を
背
負
っ
て
立
つ
よ
う
な
人
財（
材
）

と
な
る
べ
く
、常
に
自
分
の
発
言
に
は
責

任
を
持
ち
、自
ら
の
行
動
を
も
っ
て
周
囲

を
動
か
せ
る
よ
う
な
存
在
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

自
己
紹
介
と

　
　
　
今
後
の
抱
負

濵
本 

遼
で
す
!

関東営業所  濵本 遼

昨年、一年間を通して傾聴マネジメント学科という講習に参加
させて頂きました。
傾聴マネジメント学科とはジョインメンターを育成する講習で、
ジョインメンターとは組織全体を客観視する事ができ、相手を
管理コントロールしようというのではなく、鋭い洞察力を持っ
て、組織内に起こる様々な問題点を傾聴し、セクション毎のた
めに、今できることを支援し、解決に導くメンターを言います
。・・となんだか難しそうな説明ですが、つまり職場や家庭で
人間関係を円滑に繋ぐ人材となり、皆で一緒に幸せになりまし
ょうよ！という事なのです。では具体的にどういう事ができる
のでしょうか？職場内では上司と部下の橋渡し役となり、お互
いの意見や考えを統合することで目的や目標を明確にして共有
する事ができます。家庭ではコミュニケーション能力を発揮し
、笑顔あふれる思いやりのある家庭を築く事ができます。しか
し、一年間の講習でジョインメンターという資格を頂きました
が、まだまだ修行中の身。相手の話をよく聞き、その人の本当
に伝えたいことは何なのか？問題点は何なのか？解決策は何な
のか？どうすれば幸せになれるのか？と日々、自助努力の毎日
です。メールやSNSがコミュニケーションツールとして使わ
れがちな時代ですが、直接的に対話する事で人間関係が良好に
なるのではないかと思います。

私はこの一年、傾聴マネジメントを学んできました。
講義の中で最も心の中で残っている事柄について書かせて頂き
ます。人はそれぞれ能力を発揮できる力を持っています。
その能力は人間力と言い、知力・感力・行力・活力があります
、それぞれの力が干渉し磨き上げることにより人間力を十二分
に発揮できるのです。それぞれの意味は知力とは『頭で知る力
』感力とは『感じる力』行力とは『身体の力』活力とは『複合
力』です。この４つを覆う力を場力と言います。
個人レベルから考えていくと、『知・感・行』はその人のスケ
ールで決まってしまい、それを覆う“場”も必要最小限の大きさ
になってしまうのでは無いでしょうか？　
くるりと考えを反対から考えるとさきに“場”を大きく設定すれ
ばその中の空間は大きくなり、『知・感・行』はその空間の大
きさに比例して膨らますことが可能です。これは個人の能力を
十二分に発揮できることを意味しています。
『人が場をつくり、場が人をつくっていく』これは職場にも適
用します。いかにして“場”≪職場環境≫を大きく充実した空間
にもっていけるが重要です。これが実践できる職場創りを心掛
けて学んだ事がいかせる様に日々頑張ります。
最後になりましたが、一年間講習を受けせて頂きましたことに
感謝いたします。

関西第３営業所 所長
山田博士

関西第4営業所 次長
木田吉建

新入社員紹介

Congratulations on your graduationCongratulations on your graduation

ジョインメンター育成
傾聴マネジメント学科を終えて


